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補聴器は基本的に音を大きくする器械です。音を感じ
る器官（内耳）が障害されている方も多く、補聴器で音
を大きくしても会話がきちんと聞き取れるとは限りません。
その理由は障害の程度によって異なりますが、聴覚障害
のある方の多くが音だけでなく言葉が聞こえづらくなる
からです。補聴器の使用にあたっては、相手が聞き取り
やすい話し方の工夫が必要です。

伝えたいことを文字や図に書いてやり取りする方法です。筆談は時間がかかりますが、情報を伝える
のに確実な方法です。長い文は前後の関係が複雑になり、理解しにくくなります。短い文で見やすく、
わかりやすく書くようにしましょう。

※申込み方法は、5日以降に問い合わせる
問い合わせ先：○○株式会社

手話は手・指の動き、表情や動作などによって表
現する視覚的な言語です。日本語での会話表現を単
に置き換えたものではなく、手話独自の文法構造が
あります。聴覚障害のある方の多くは、相手に応じ
てコミュニケーション方法を使い分けているため「手
話ができないから」とコミュニケーションを取るこ
とをあきらめないようにしたいものです。

聴覚障害者は、聞こえ方やこれまでの生活によって、それぞれコミュニケーション方法
を身につけています。コミュニケーションには、音声での会話、読話、筆談、手話などさ
まざな方法があります。多くの聴覚障害者は、どれか一つの方法だけを使うのではなく、
いくつかの方法を相手や場面に応じて組み合わせて使っています。聴覚障害のある方と出
会ったら、まず、どのような方法でコミュニケーションを取ればよいかたずねてください。
きっとあなたとその人に合う方法を教えてくれるはずです。
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